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炭酸について
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販売数量・用途別比シェア・動向他

ＪＩＭＧＡ集計【年度／year】

2Business Confidential

【縦軸単位：万ｔ／年間】 地域 2019年度 販売量(t／年間)

関東以北 343,372

中部 107,538

近畿 88,886

中国 56,485

四国 47,376

九州 96,979

合計 740,736
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【液化炭酸ガス用途別シェア】
（20年度上半期出荷ベース）
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炭酸ガスの主な用途

■幅広い分野に広がる炭酸ガス

炭酸ガスの主な用途は、造船・自動車などの溶接用、

ビール用、炭酸飲料などの飲料用、冷却用、化学反応

用、製鉄用、冷媒用、光合成促進用など多岐に渡り、

人々の豊かな暮らしに深く関わっています。今後も幅広

い分野で産業活動・消費活動に重要な役割を担います。

トマト・パプリカ・レタス・いちごなどの野菜・果物・花

造船・自動車・飛行機・建設機械・建築物 ビール・発泡酒・炭酸飲料・炭酸水

ドライアイス・冷やしばめ・冷却粉砕・バリ取り

硝子・アルカリ排水中和・化学品

製鉄・防爆・パージ・冷媒

食品保存・炭酸温泉・柿の渋抜
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ドライアイスの主な用途

4Business Confidential



Business Confidential 5

炭酸原料減少について

石油
49%

アンモニア
30%

その他
21%

国内炭酸原料ソース

「エネルギー供給構造高度化法」１次、２次告示により製油所の閉鎖や石化工場への
転換が進む。３次告示も予定されており、更なる製油所の減少が予想される。

（百万ｋｌ）



岩谷液化炭酸ガス製造拠点
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：主要製造拠点

液化炭酸ガス 製造拠点

・岩谷瓦斯 千葉工場

※2021年６月に生産能力を2倍に増強

・昭和電工ガスプロダクツ 川崎工場

・岩谷瓦斯 四日市工場

・岩谷産業 堺カーボニックス

・宇部興産 藤曲工場

＊炭酸ガスローリー保有台数 55車



「2050年カーボンニュートラル」宣言
2030年度46％削減目標

脱炭素への取組み
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CO2回収・精製・液化

排出者 精製

利活用分野

化学吸着法

膜分離法

液化

物理吸着法

鉱物
セメント、コンクリート

燃料
メタン、バイオジェット燃料

化学品
ポリカーボネード、オレフィン

CO2

CO2

輸送

パイプライン

CCUでの用途開発

背景

CO2原料としての
有効利用拡大

農業、低温輸送
ドライアイス
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炭酸ガスリサイクルについて

石油精製施設や
化学プラント、ドライアイスの
製造工程などから原料ガスを
回収します
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バイオマス発電所と森林再生の共存システム

BECCS（BioEnergy with Carbon Capture and Storage）からの
CO2利活用をはかる
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（参考）CO２有効利用関連の動向
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鉱物（セメント、コンクリート）へのCO2固定化

セメント産業は大量のCO2排出
電力、鉄鋼、化学に次ぐ第4位の排出源

課題

✓ 生コン工場へのCO2供給

強度の向上により セメント使用量 削減（▲5％）

総量 1,200千t/年のCO2削減

✓ コンクリート製造時にCO2吸収・固定

炭酸化反応によりCO2を大量に吸収
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CO２回収事業イメージ

CCUS（Carbon dioxide Capture and Utilization and Storage）

メタネーション

海域

図：GCCSIレポート一部加筆

コンビナート

ユーザー

CO2

ユーザー

CCS

CO2

CCS

PL

CO2集積地
精製・液化

回収
設備

排出者

排出者より費用を
もらってCO2を回収

CO2

CO2貯留

集積地

川 下 か ら 川 上 へ

回収
設備

回収量の99％

CCU

CCU
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（参考）CO２回収関連技術の動向
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（参考）CCUの用途と各技術ステージの概観
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ＳＤＧs達成のための貢献（炭酸ガス大量輸送）

炭酸専用船による大規模CO2プラントからの大量輸送の検討
脱炭素の取組み加速により、日本各地から大量のCO2分離・回収が進む

北欧では炭酸専用船にて海上輸送実績あり

参考：炭酸専用船 参考：陸上施設のイメージ図

アジアへの展開


